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第2学年 国 語科学習指導案

日 時   平 成 16年 9月 6日 (月)5校 時

生 徒  盛 岡市立乙部中学校 2年 A組

男22名  女 12名  計 34名

指導者  乳 井 明 子

単元名 3、 心のきずなをとらえる。(教材名 「ゼブラ」光村図書 国 語2)

単元について

(1)単 元・および教材について

本単元 吊いのきずなをとらえる」は、「作品から感想を深めよう」「感想を変換しよう」「感想の深

まりを伝え合おう」という三つの教材で構成されており、「′いのきずなをとらえる」という目標のも

と、嚇 むこと」「書くこと」鴨 すこと。聞くこと」力S一体となって構成されている。本教材 「ゼプ

ラ」は、中学校2・ 3年の指導事項 「C―工 文 章を読み、人間、社会、自然などについて考え、

自分の意見をもつこと」を主たる目標とする。これは、中学1年の指導事項 「C―工 文 章の展開

を確かめながら主題を考えたり要旨をとらえたりすること。」を受けている。

「ゼブラ」は、物語文であり、下人の美術教師と生徒の出会いの物語である。主人公ゼブラの何

気ない出会いから始まる物語カミ苺 ゝという共通事項をきつかけとして、人と人とのかかわりを

生み出し、感動を生み出し、やがて心の交流と自己開放、明るい未来志向まで導き出すという、ま

さに 「人は人とのかかわりの中から、自分に必要なものを発見し、成長していく」ということを、

さらりと表現している文章である。文体も淡々と書かれ、急激な変化というものはない。短編だか

らこそ、登場人物のさりげない一言は、ゼブラの問き取った一言として、ゼプラの心情把握のかぎ

となつており、物語のなかで重要な働きをしている。

偶然に出会つた大人の一つの生き方に触れ、明るいものの見方ができるようになり、心の回復を

図ることができたために自分の生き方を見つめなおすゼブラは、さわやかな少年に映る。この物語

の最後に 「すごくいt もヽの」を拾えそうだと感じるゼブラ↓去 この後たくさんのものに出会つてい

けるであろうと、生徒は明るい気持ちでこの物語を読み終わること力まできるであろう。

(2)生 徒について

生徒たちは、 1学 年において、鳴廟も 「麦わら帽子」「大人になれなかつた弟たちに」「少年の日

の思い出」の中で、登場人物の言動や描かれている情景を通してその心情を把握し、主題を考え作

者の思いをとらえる学習をしてきた。

このクラスの生徒たちは、短い文章は比較的内容を読み取りやすく、内容把握も容易である八
「少年の日の思い出」のような長文になると長いということだけで飽きてしまい、読み取りの困難

な生徒も多い。また、わかりやすい感情 ・事件は捉えやすいカミ微妙な心の動きなどは記述以上の

ことを想像するのを苦手とする生徒が多い。さらに、読後の感想として、「′じヽに残つた場面」を書く

ことはできても、「自分の考え・意見」をもつまでに、読みを深めたり考えをまとめたりすることは

まだできていないさまた、中学2年生という時期にあって、人間関係や自分の悩みなどがあっても、

そのこととしつかりと向き合うのではなく、感情的に流されてしまい、成長の糧とするにいたらず

に過ごしてしまう姿が見うけられる。
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(3)指 導について

登場人物たちの会話や行動に注目し、読みを深めていく過程で、人と人とのかかわり、社会、平

和、人のもつ想像力の偉大さや、愛情の強さに気付かせたい。そして、生徒が自分なりの考えをも

つように指導したい。また、この作品は、主人公の語りという視点で書かれており、常に、主人公

の目を通して、登場人物の様子や、状況が効果的な表現で表されている。また、繰り返し記述され

る 「左手」や、「ヘリコプター」などの言葉がヽ人物や心の変化を象徴的に表現している。これら表

現の特色に着目することで、先生や友達とのかかわりで、主人公が変容していく様子を読み取るこ

とができると考える。このゼブラの威長の姿を通して、人が成長するとき、たくさんの人の支えや、

つながりがあること、その人たちのたくさんの示唆があること、人はそのようなたくさんの人々の

中で生きているのだということにも気付かせたい。

指導にあたっては、学習課題の決定にあたつて、観点を与えて、初発の感想をとり、読みの柱を

立てたい。短時間での読みになるため、プリントを用意し、心情の変化のきつかけになった、ゼブ

ラにかかわる人々の行動や会話を期に、その心情を個々が考えた後で全体に発表し合うことで、文

章全体の読みをクラスで確認したい。一人一人の学習では不足じたり、遅れがぢなつたりすること

が予測されるためである。その際、補助プリントを用意するAこ れはポイントとなる会話文わ垢己

入さ払 心情を考える観点を与えるものである。なかなか、ポイントを絞れない生徒にヒントとな

るように与えていきたい。また、この教材の学習後には、感想の交換や発表会を通して、自己の感

想をさらに深めさせたい。

軌  (教材)の 目標

(1)「国語への関心・意欲・態度」に関する目標

① 表 現の仕方や、文章の特徴に注意して読むことにより、表現方法とその効果について、関心を

もち、自分の表現にも生かそうとする。

(2)嚇 む能力」に関する目標

① 文脈の中における語句の使い方がどのような効果を生んでいるかを理解する。(C―ア)

② 文章を読んで、人間、社会などについて考え、自分の意見をもつ。

(C― 工)

(3)晴 語についての、知識 ・理解・技能」に関する目標

① 読者に効果的に伝えるために、文章の形態や、展開が工夫されていることに気付く。
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4 指 導計画と評価規洋

時 学習活動 関心・意欲・態度 読む能力 謙

1 ・初発の感想
・漢字語旬意の確認
・登場人物と人間関係

について把握する。

・初発の感想を書

こうとする。

・登場人物と、その

性格や人間関係に

ついてとらえてい

る。

・読者に効果的に伝

えるために、文章の

形態や、展開が工夫

されていることに

気付いている。

2

3

本

時

磁

・人物の心情や心のつ

ながり、変化について

とらえる。
・象徴的な言葉の表す

ものをとらえる。

・表現の仕方や、・

文章の特徴に注意

しようとする。

・人物の心情や心の

つながり、変化をと

らえている。
・語旬の効果的な使

い方や象徴的な表

現【描写を文脈の中

でとらえている。

4 。作品の主題を考え

る。
・終わりの感想をまと

める。

・学習内容をふり

かえめ、自分の感

想を書こうとす

る。       ―
・学習内容を自分

の表現に生かそう

とする。

文章を読んで、人

間・社会などについ

て考え、自分の意見

をもちている。

5 紺 について

( 1 ) 目標

会話文や大事な言葉に着目しながら、ウイルスン先生とのかかわりを通 して変化してし

ブラのコ聞青をとらえることができる。

(2)具 体の評価規洋

くヽゼ

A B Cへ の支援

読

む

こ

と

○ 会 話文や大事な言葉に

そつて、ウイルスン先生と

のかかわりを考えながら、

ゼブラの心情の変化を、心

の藤 としてとらえ、この

ことについて、自分の考え

をもち、他の人の考えを聞

きながら、自分の考えをさ

らに深めている。

○ 会 話文や、大事な言葉にそっ

て、ウイルスン先生とのかかわ

りを考えながら、ゼブラの心情

の変化について自分の考えを

もち、プリントに書いている。

○ 会 話文の中で、ゼブラが明る

くなった、左手が良くなつたこ

とはわかるカミその心情につい

て自分の考えをもてない場合、

補助プリントの記入の際、一単

語を入れさせ少しでも詳しく

説明するよう促す。

① 全 体発表で、友人の発表を書

きとめ、自分の理解に役立てさ

せる。

一 ユユユー



(3)展 開案

段

階

学習活動と学習内容 時

間

指導上の留意点 (教師の支援 ・指導の要点)

導

入

１

　

　

　

２

前時学習内容を想起する。

教材の学督課題を把握する。

5 ・登場人物.場面分け、キTワ ードの確認をする。

前の時間の学習プリントを見ながら行う。

◎ ゼ プラカヽ 最後に、事故

な気凸がしたのはなぜだろ

にあっ

つ。

たフランクリン通りで 「いいものを拾えそう

3.学 習課題を解決するための予想

を立てる。

5 ・最後のゼブラの姿をプラスの変化ととらえ、人と

のかかわりの中で変わつていくゼブラの心情を読

み取つていくことを確認する。
・主な登場人物とのかかわりで、2時間で見ていく

ことを示す。(ウイルスン→他の人)
・心情の変化を択えるポイントを確認する。

展

開

4.ゼ プラとウイルスン先生の、心

のつながりがわかるところを探

してみよう。

① 個人の考えをまとめる。

② 補 1 深 まつた考えを交流

する。

③ 補2 に より、プリントに記

入する。

④ ま とめ ウ イルスン先生と 4

10

25

,プリントで行う。
・一つでも二つでも、いくつでも、特に印象に残つ

たところを、文章全体から探させる。
・場面①から全体でやつてみる。
も自分の考えとその理由を書く。
・変化の流れがわかるような板書を構成する。

補 2

二人の共通点 「左手」、ゼブラが,い引かれる

ものに選んだ 「ヘリコプター」に注目させる。

i会
話文に注意しながらウイルスン先生の課

題や、授業の中で変わつていくゼブラの姿t心

情に目を向けさせる。

ウイルスン先生との出会いと心のつながりによ

補 1

字フ・口'V/Rご ン ・g、
'こ

、 口 にwOtン /s70 り、
~ヒ//り ′i」w耳/JHttH叫ざに姿14唾した ととを .取

書により全員で確認する。

終

末

5。本時のまとめと次時の予告 ・課題解決のための2時間目「ゼブラと他の登場人

物」とのかかわりを見ていくことを予告する。
・本時の学習内容である、人と人とのかかわりの大

切さをみんなで確認し、この時間を終わる。
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☆
そ
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言
葉
も
！

3  2  1

。
な
ど
、

そ
の
感

ゼ
ブ
ラ
と
ウ
イ
ル
ス
ン
先
生
の
心
の
つ
な
が
り
が
わ
か
る
所
と
そ
の
理
由

（
で
き
る
だ
け
詳
し
く
）

場
面

　

（　
　
　
ペ
ー
ジ

（表
現
を
抜
き
出
す
。

）

そ
う
考
え
た
理
由

‐‐
ド
Ｐ
口
‐―



国
語
学
習
お
助
け
シ
ー
ト
　
　
ゼ
ブ
ラ
③

ウ
イ
ル
ス
ン
先
生
の
言
葉
・課
題
を
中
心
に
変
わ
っ
て
い
く
ゼ
ブ
ラ
の
姿
を
、
と
ら
え
よ
う
。

特

別

に
心
引
か
れ

る
も

の
を
か

い
て
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こ
と

左
手
か
右
手
を
か
く

手
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周
り
の
空
間
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日
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見
る
ほ
ど
、
し
ま
馬
の
絵
に

ひ
か
れ
る
。
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動
。
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こ
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②
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、

ひ

ざ
・ひ
じ

・
あ
ご

・
左
手

曲
が

っ
た
ま
ま
た

っ
た
指

尤

賀

ｔ

★

に

作

こ

て

し

そ

Ｉ

Ｆ
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② ②
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国
語
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④
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。
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に
感
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が
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が
。）

２
　
行
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）
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③ ② ② ② ① 場

あ
ら
、

少
し
は
明
る
い
人
生
を

歩
め
そ
う
な
感
じ
に
な

っ
て
き

た
わ
ね
。

ち
ょ
っ
と
、

そ
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ど
う
し
た
の

そ
の
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動
か
せ
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の
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に
う
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そ
う
）
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て
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、

暗
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絵
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み
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・
・
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せ
た
）

あ
ら

，あ
の
講
座
を
と
る
の

習
え
ば
い
い
じ
や
な
い

想
像
力
の
大
切
さ
が
わ
か
る

ワ
シ
ン
ト
ン
　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

記
念
碑

何
千
と
い
う
戦
死
者

僕
、

絵
は
か
け
な
い
か
ら



国
語
学
習
プ
リ
ン
ト
　
　
ゼ
ブ
ラ
⑥

一凹
　
最
後
の
場
面
で
、

事
故
に
あ
っ
た
あ
の
通
り
を
歩
い
て
み
よ
う
と
考
え
、
「
い
い
も
の
を
拾
え
そ
う

な
気
が
し
て
さ
」
と
い
っ
て
い
る
ゼ
ブ
ラ
は
、

ウ
イ
ル
ス
ン
さ
ん
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、

①
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
、

②
ま
た
な
ぜ
変
わ
っ
た
の
か
を
考
え
よ
う
。

例
一　
①

【最
初
の
姿
・心
情
】
の
ゼ
ブ
ラ
が
、

ウ
イ
ル
ス
ン
先
生
と
出
会
い
、

【今
の
姿
・心
情
】
に
な
っ

た
。

②
理
由

（あ
な
た
の
考
え
）

☆

授
業
の
自
己
評
価
を
し
よ
う
。

（大
変
良
い
　
Ａ
↑
Ｂ
↑
Ｃ
↑
Ｄ
　
課
題
が
多
い
）

―

〓

ｏ
ｌ

最
初
の
感
想
や
疑
間
点
を
書
き
ま
し
た
か
。

ゼ
ブ
ラ
の
心
の
変
化
が
、

授
業
の
中
で
わ
か
り
ま
し
た
か
。

ゼ
ブ
ラ
と
他
の
人
々
と
の
心
の
き
ず
な
が
わ
か
り
ま
し
た
か
。

自
分
の
意
見
を
発
表
し
、

他
の
人
の
発
言
を
し
っ
か
り
聞
き
ま
し
た
か
。

新
出
漢
字
や
難
語
旬
を
調
べ
て
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。

最
後
の
感
想
を
、

自
分
の
言
葉
で
し
っ
か
り
書
け
ま
し
た
か
。

⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

A A A A A A

B B B B B B

C C C C C C

D D D D D D



学
習
を
終
え
て
、

ま
と
め
の
感
想
を
書
こ
う
。

★
十
行
以
上
書
く
こ
と
。

（★
十
行
）

―

淳
時
ｏ
ｌ


